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2011 年 7 月 第 9 巻第 7 号 

 
かく語りき－聖人の言葉 

 
「君は内面から外へと成長していかな

ければいけない。誰も君を教えること

はできず、霊的にすることはできない。

君自身の魂以外に教師はいないのだ。」 

（スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ） 

 

「解脱の助けとなる様々な要素の中で、

最高位にあるのは強烈な信仰である。

信仰とは、自身の真の性質を探求する

ことである。」 

（シュリー・シャンカラチャーリヤ） 

 
 今月の目次 

 
・かく語りき－聖人の言葉 

・今月の予定 

・5月の逗子例会 『利己的と非利己的

のどちらが得か』 

 スワーミー・メダサーナンダの講話 

・スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

生誕 149 年記念行事  

在日インド大使館 サンジェイ・パ

ンダ首席公使の挨拶 

・スワーミー、三鷹で講話 

・日本ヨーガ療法学会総会に出席 

・国際シヴァナンダ・ヨーガ・ヴェー

ダーンタ・センターの東京センター

開所式に出席 

・忘れられない物語 

・今月の思想 

 
今月の予定 

 

・生誕日・ 

 

グル・プルニマ 7 月 15 日（金） 

スワーミー・ラーマクリシュナーナン

ダ 7 月 28 日（木） 

 

・行事・ 

 

東京例会 

講話 バガヴァッド・ギーター（無料）  

8 月 6 日（土）14:00〜16:00 東京・イ

ンド大使館（電話 03-3262-2391） 

お 問 い 合 わ せ  逗 子 協 会 

046-873-0428 

 

逗子例会 

8 月 21 日（日）10:30〜16:30 逗子本館 
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5 月の逗子例会 

 

スワーミー・メダサーナンダの講話 

『利己的と非利己的のどちらが得か』 

 

今日のテーマは皆さんに問いかけま

す。「利己的と非利己的ではどちらが得

なのか。」これは言い換えると、利己的

と非利己的ではどちらがより大きな見

返りを得られるのかということです。

人間は常に心の中で、「自分がこれをし

たら代わりにどんな得があるのだろ

う」と計算していますから、このよう

なテーマを問いかけることはごく自然

なことでしょう。ここで大切なのは、

「見返り」とか「得」とは何を意味す

るかということです。見返りを測る方

法はいろいろあるわけですから、まず

この点からお話ししていきましょう。 

 

自分の欲求や要求が満たされるのは、

得や見返りであると考えることができ

ます。自分と家族のために食べ物、衣

類、娯楽、家などがあれば、自分も家

族も幸せです。自分や家族においしい

物やいい服を与えることができれば、

自分は幸せだと感じます。つまり、「幸

福」とは物質的な見返りであるわけで、

心はこれを求めて計算をするのです。 

 

利己的と非利己的 

 

さて、利己的、非利己的とはどのよう

なことをいうのでしょうか。利己的と

は、自分のやっていることが自分や家

族の利益に向けられている場合です。

自分と家族のためにやるべきことをや

るのは必要ですが、最愛の人たち以外

のために働くこと、自分と関係のない

人たちに仕えることが、非利己的とい

うことです。非利己的の最も崇高な定

義とは、自分と家族のことを全く考え

ないということではなく、他人のこと

も考え他人にも奉仕するということで

しょう。 

 

「幸福」とは普通、物質的に快適な生

活を指します。では、物質的に快適な

生活においてもっと「得」をし最大の

「見返り」を得るにはどうしたらよい

のでしょうか。利己的であること、こ

れが一番です。利己的であれば、「自分

と家族が物質的にもっと満たされた生

活を送れるように」と働く気力が生ま

れます。では、この利己的の根本にあ

るもの、中心にあるのは何でしょう。

利己的な考えはどうやって生まれるの

でしょうか。 

 

自己、自我、私を意味する英語の self

という語は、すべて小文字で self と書

くと肉体や心が中心の自己を指します。

シュリー・ラーマクリシュナは、この

ような自己を小さい「私」、未熟な「私」、

幻惑された「私」、無知の「私」と呼び

ました。この低い自己を満足させるに

は、私や家族の肉体、感覚、心の要求
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を、おいしい物、よい服、楽しい仲間

などで満たせばいいのです。なぜ私た

ちは、このように体や心や感覚という

点から考えるのでしょうか。このよう

に考えることは当たり前でこれを哲学

的に説明することはできないのでしょ

うか。 

 

利己的と自己保存 

 

この理由は、マーヤーにあります。マ

ーヤーは、アートマンという、より大

きな喜びを私たちに与えたくないため、

私たちを幻惑して肉体や心、感覚とい

う低い喜びを求めるよう仕向けるので

す。マーヤーの影響を受けている私た

ちは、この低い私に自然に集中します。

私たちの神性はサマーディの恍惚とし

た喜びに浸ろうとしますが、マーヤー

の遊びのせいで私たちはそうすること

ができないのです。 

 

ヒンドゥーの聖典によると、偉大な創

造主は初めに 4 人の聖者を創造しまし

た。皆サットワにあふれており、誕生

した途端、瞑想に没頭しサマーディに

浸ったのです。しかし、これでは創造

が続きません。そこで創造主は、サッ

トワはごくわずかでラジャスとタマス

の多い人々を創造し始めました。これ

らの人々はラジャスとタマスの性質が

優勢であったため、肉体、心、感覚が

中心でそれを満たすことに集中しまし

た。 

 

また、自己保存という自然の欲求がな

ければ生命は存在し得ません。そこで、

生物は肉体を保存するという性質を発

達させたのです。利己性の根本にある

のは、この自己保存の本能です。そし

て、自己保存の次は物質的な快楽と幸

福の追求です。この目的のために、人々

は日夜働いているのです。 

 

相互依存 

 

しかし、このような生き方には疑問が

あります。「利己的なままで、生きてい

くことができるか」という重要な疑問

です。私たちは生きるために、他人の

みならず、様々な動物、植物、そして

自然に頼っています。食べ物を作って

いるのは誰でしょうか。自分ではなく

農家です。では、洋服はどうでしょう。

家は？自分ではありません、他の人で

す。このように考えていくとさらに、

「私たちが食べるために、魚やニワト

リ、羊、牛、豚など一体どれだけの命

が犠牲になっているのだろう」と気づ

きます。 

 

自然はどうでしょうか。空気や水、光

がなかったら、私たちは生きられるで

しょうか。自分で作り出すことすらで

きません。アインシュタインは次のよ

うに言っています。「自分の生活がどれ

ほど多くの他人の力に支えられている

か、日に何度気付かされることか。だ
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から私も、どうやって他人にお返しが

できるか考えなければいけない。」この

ように、利己性も非利己性も両方が必

要なのです。利己的なだけでは生きて

いくことはできないのです。 

 

「もらっているのだから、お返しをす

る」のが礼儀ではないでしょうか。道

徳心や倫理観が少しでもあればそう考

えるのが普通であり、非利己的になる

べき理由はここにあります。また、自

分や家族の物質的欲求を満たすだけで

真の幸福が得られるのでしょうか。肉

体や心、感覚が満たされればそれで幸

せと言えるでしょうか。短期的、長期

的の両方の観点から考える必要があり

ます。世俗的物質的幸福はすぐに喜び

を得られますから短期的にはよいでし

ょうが、問題は、このような喜びは長

続きしないことです。 

 

見返りを求める 

 

世俗的な、物質的な喜びというのは短

期的なもので、最後には執着が生まれ

ます。そして、そこから失望、不満、

苦しみ、束縛が生じるのです。私たち

は皆生まれながらにして、永遠の平安

や喜びを求めていますが、利己的な生

き方の中心である世俗的物質的幸福で

はそのような喜びを得ることはできま

せん。先ほどお話ししたように、利己

的であると「自分にはどんな見返りが

あるのか」ばかりを考えます。夫も妻

も子供も互いにこれを問い、上司も従

業員も皆がこれを問うのです。大抵の

場合期待は満たされず、失望と不満が

生じ、最後には人間関係が悪化する

――これが、利己的な生き方の結果で

す。 

 

人は「自分にはどんな見返りがあるの

か」をいつも求めている訳ではなく、

見返りについて考えないこともありま

す。しかし、もし家族が互いに「自分

にはどんな見返りがあるのか」を求め

合っていたら、家庭はピリピリとして

些細なことで崩壊してしまうでしょう。 

 

非利己的になる 

 

これと対照的なのは、「私は与えるが、

何の見返りも期待しない」という考え

方です。見返りを期待しないのであれ

ば、失望も不満も生じません。失望は、

何かを求めても得られない時に生じる

ものですから、見返りを期待しなけれ

ば失望も不満も生じず、苦しむことも

ありません。非利己性のメリットはこ

こにあります。苦しみがないというこ

とは、その分喜びの余地があるのです。

それだけではなく、利己的な動機を持

たずに他者に仕えることで、質の高い、

変わることのない喜びを得ることにな

ります。私たちのゴールが永遠の幸福

であるなら、非利己的になって見返り

を求めず奉仕をする後押しとなるでし

ょう。 
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神的な喜び、霊的な喜びを求めること

について、さらにこのように考えるこ

ともできます。世俗的な幸福は一時的

であることが多く、苦しみの源となり

ますが、霊的な幸福は永遠です。非利

己的であることは、霊性の光と途絶え

ることのない喜びや平安を得る助けと

なります。 

 

では、霊的な観点から非利己的になる

にはどうしたらよいのでしょうか。利

己的であることは肉体と心が中心です

から、このような考えを超越すればい

いのです。真我（Self。大文字で始ま

る）、純粋なアートマンに意識を向ける

ことで、私たちは肉体と心でできてい

るという考えを超越し、利己性を超越

することができます。他者の中にも同

じアートマンを見ようと努め、他者へ

の奉仕、お世話をするのです。アート

マンの性質は無限の至福ですから、ア

ートマンを認識すれば私たちは至福で

満たされるようになります。 

 

すべての人を神の子供だと考える 

 

言い換えると、神様と私たちの間にあ

る最大の障害は何か、私たちが自身の

本性を悟るのを阻んでいるものは何か、

ということになります。それは、私た

ちの小さい自我、エゴです。どうした

らこの小さい自我をなくすことができ

るのでしょうか。他者のことを考えて

お世話をし、自分を他者と同一である

と見なし他者の喜びや苦しみを自分事

として考えるのです。そうすることで

自分の小さな自我の境界を越え、自ら

を普遍の存在にすることができるので

す。他者に仕えることで利己心は消え

て心が浄められ、自らの中にいる神を

悟ることができるのです。霊的な光に

通じる最良の道は、他者のお世話をし

て非利己的になることです。これは、

カルマ・ヨーガの教えと似ています。 

 

このような非利己性の実践には、忍耐

と信仰が必要です。これについてスワ

ーミー・ヴィヴェーカーナンダは有名

な言葉を述べています。「非利己的な方

が得をするのだが、人はそれを実践す

るだけの我慢強さがないのだ。」すべて

の宗教が、非利己性と思いやりを説い

ています。求道者は、礼拝や瞑想、ジ

ャパを行うだけでは十分ではありませ

ん。神様の子供である他者に仕えるこ

とが大変重要です。 

 

神様は、自分の子供の世話をしてもら

えたらお喜びになるでしょうし、神を

悟る助けにもなります。しかし、霊的

な進歩を得ることや「見返り」のこと

など少しも考えずにただ他者を愛しお

世話をするという、もっと高い考えも

あります。 

 

偉大な聖者ダディーチ 
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ヒンドゥー教の聖典にダディーチと

いう偉大な聖者が出てきます。神々と

悪魔たちの大きな戦いで、悪魔たちが

勝利を収めました。悪魔の王ヴリトラ

は、神と女神を全員天国から追放して

天国を支配しました。神々は地球に避

難をし、天国での地位を取り戻すこと

ができるよう最高神ヴィシュヌに祈り

ました。 

 

神々は、ダディーチの骨から武器を作

ればそれでヴリトラを殺すことができ

るとお告げになりました。神々の王イ

ンドラは、偉大な聖者であるダディー

チはまだ生きているのにそのようなこ

とはできない、とこのお告げを受け入

れようとしませんでした。しかし他に

為す術がなかったため、インドラはダ

ディーチの所に行き力を貸してほしい

と頼みました。 

 

普通の人であれば、大義のために命を

捧げて骨を差し出してほしいと頼まれ

たら、断ることでしょう。しかし偉大

な魂であるダディーチは、全世界と宇

宙を司る神々のためなら喜んで命を捧

げましょうと快諾しました。ダディー

チは座って瞑想を始めるとブラフマン

の意識に没入し、肉体を捨てました。

このように、ダディーチは見返りなど

考えずに自分の命を捧げたのです。こ

の後物語では、偉大な聖者の骨で作っ

た武器を使い、インドラはヴリトラを

殺すのです。 

 

ランティデーヴァ王 

 

バーガヴァタムの中にも興味深い物

語があります。これは、ヴィシュヌ神

の信者であるランティデーヴァ王につ

いてのもので、王は他者に仕えること

を常に喜びとしていました。王はもら

ったものはすべて、王国の民と分かち

合っていましたし、食事の時は周囲の

人が全員食べたのを確認してから自分

の食事を取っていました。 

 

ある時飢饉が起きて、食べ物がだんだ

んと手に入らなくなってきました。そ

のような状況でもランティデーヴァ王

は、皆が食べてからでないと食べよう

としませんでした。遂に食べ物がなく

なりました。何も食べない日が数日続

いた後、王にギーとハチミツを入れた

粥が渡されました。家族らと粥を分か

ち合おうとした時、急にブラーミンの

客人がやって来ました。王は喜んで客

人に粥をいくらか分け与えました。客

をもてなすのが先だからです。ブラー

ミンが食べ終わると、また客人が来ま

した。王はその客にも粥を与えました。

遂に四人目の客もやって来て、王はま

た粥を与えました。四人目の客が食べ

終わった時、もう食べ物は何も残って

いませんでした。 

 

飢え続けた王は、今や死を迎えようと

していました。しかしそのような時に
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王が唱えたクリシュナへの祈りは、世

俗的な見返りも霊的な見返りも一切求

めない、純粋な非利己性を表しており、

ヒンドゥー教の聖典の中で最も有名な

ものとなっています。その祈りとは次

のようなものです。 

 

「主よ、八大神通力の獲得により備わ

る偉大さを、私は望みません 

この世に再生しないようにとも祈り

ません 

私の祈りはただ一つ、どうぞ他者の痛

みを感じることができますように 

彼らの体に私が宿っているかのごと

く 

そして、彼らからその痛みをぬぐい去

り、彼らを幸福にする力が授かります

ように」 

 

誰もが自信の幸福を神に祈りますが、

この祈りは対照的です。王はこう言っ

ているのです。「私は自分の幸福は求め

ません、他者の苦しみを取り除くこと

が願いです。」 

 

ラーマーヌジャチャーリヤの例 

 

マドゥヴァチャーリヤはヴェーダー

ンタの偉大な学派の一つの創始者です

が、ラーマーヌジャチャーリヤについ

て興味深い逸話があります。ラーマー

ヌジャチャーリヤは自分の師にこう言

われました。「息子よ、今からお前にマ

ントラを授けよう。このマントラでお

前は霊的な叡智を得ることができるが、

秘密のマントラであるから誰にも言っ

てはならない。」ラーマーヌジャは、も

し誰かにそのマントラを教えたらどう

なるのかと尋ねました。師は答えまし

た。「この秘密のマントラを知った者は

悟りを得るが、お前は地獄に落ちるだ

ろう。」 

 

さてラーマーヌジャは丘の上に行っ

て大勢の人々を集めると、師から教わ

った秘密のマントラを人々にくり返し

教えました。師はこのことを聞きつけ

てラーマーヌジャに大変腹を立てまし

た。しかしラーマーヌジャはこう言い

ました。「秘密のマントラで他の人たち

が悟りを得られるのなら、私は地獄に

落ちようと構わない。」 

 

実践の方法 

 

非利己性について話したり聞いたり

するのは楽しいものですが、いざ実践

しようとなると難しいものです。毎日

の生活の中で非利己的になるにはどう

すればよいのでしょうか。 

 

一切の見返りを期待せず、お金や名声

を得ようとか褒められようとか考えず、

他者のお世話をするという方法があり

ます。他者のお世話をするとは、経済

的奉仕、肉体的奉仕、精神的奉仕、知

的奉仕、霊的奉仕など様々な形があり

ます。どのような形であっても、他者
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への奉仕は必ず、非利己性を育む助け

となります。 

 

無財の七施（しちせ） 

 

ブッダの教えの中に、無財の七施とい

うものがあります。これは、お金がな

い人でも実践できる奉仕です。 

 

1 身施（しんせ）。体を使って奉仕をす

ることで、この最高のものが自らの命

を犠牲にする捨身行です。 

 

2 心施（しんせ）。霊的な奉仕のことで、

他者に思いやりを持つことです。 

 

3 眼施（げんせ）。温かいまなざしを向

け、人に心の静けさや平安を与えます。

目の語る力は大きいものですが、霊的

な修養を積まないと内にある思いやり

はなかなか伝わらないものです。 

 

4 和顔施（わげんせ）。笑顔でいること

です。笑顔は神のものであると言われ

ています。笑顔で他者と接することを

小さなことだと思わないでください。

笑顔はストレスを和らげる素晴らしい

ものです。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは、

何かしらの理由で悲しい、腹が立った

と感じていたら外に出て顔を見せては

いけないと言われました。私たちは常

に、姿勢や立ち振る舞い、態度などで

何らかの波動を伝えています。笑顔で、

愛と慈悲の波動を他者に伝えることが

できるのです。 

 

5 言施（ごんせ）。言葉の奉仕です。他

者に優しく温かい言葉をかけましょう。 

 

6 牀座施（しょうざせ）。席を譲ること

です。女性やお年寄り、体の不自由な

方など、必要としている人に席を譲り

ます。 

 

7 房舎施（ぼうしゃせ）。我が家を一夜

の宿に貸すことです。 

 

これらは奉仕の一例ですが、こうした

奉仕を行うことで、私たちは非利己的

になってより高い人生を送るのにふさ

わしくなれるでしょう。 

 

最後に、今日のテーマにふさわしい、

マーティン・ルーサー・キング・ジュ

ニアの言葉を引用します。「誰もが偉大

になることができる。それは誰もが奉

仕することができるからだ。奉仕に大

学の学位はいらない。奉仕に正しい読

み書きを知る必要はない。ただ、優し

さに満ちたハートがあればいい。愛か

ら生まれた魂があればいい。」 

 

2011 年 スワーミー・ヴィヴェーカー

ナンダ生誕 149 年記念行事 

サンジェイ・パンダ首席公使の挨拶 
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（2011 年 5 月 22 日に東京・インド大使

館のオーディトリアムで開催されたス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダ生誕

149 年記念行事でのスピーチを、本ニュ

ースレターで数号にわたりご紹介しま

す。第 1 回目の本号には、在日インド

大使館主席公使サンジェイ・パンダ氏

の開会の挨拶を掲載しました。） 

 

  

 

スワーミー・メダサーナンダ、日本ヴ

ェーダーンタ協会会長。奈良毅、東京

外国語大学名誉教授。上野理絵、コン

パス社長。ご来賓の皆様、友人の皆様。 

 

本日はスワーミー・ヴィヴェーカーナ

ンダの生誕 149 年記念行事に参加する

ことができ、大変光栄に存じます。大

変意義深いことに、この会は、去る 3

月 11 日、地震と津波が東北地方に甚大

な被害をもたらした後、インド大使館

で行われる初めての行事となります。

日本が未曾有の荒廃から立ち直ろうと

している今、「逆境をはね返すには自ら

の内なる力を発見せよ」と人々に高ら

かに呼びかけたスワーミー・ヴィヴェ

ーカーナンダの言葉は特別な意味を持

ちます。スワーミーの思想と人生に対

する前向きな態度には、世界が称賛す

る、逆境から立ち直ろうとする日本人

の気概と共鳴するものがあります。ス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダはこ

うおっしゃいました。「後ろを振り返る

な‐無限のエネルギー、無限の熱意、

無限の勇敢さ、そして無限の忍耐をも

って、前を向くのだ。そうすることに

よってのみ、人は偉業を成し遂げられ

る」。 

 

日本が 3 月 11 日に自然の猛威に直面

して以来、インド国民は、ブジを襲っ

た地震や、インド洋大津波など、イン

ドが困難に直面した時にはいつも駆け

つけてくれた日本の友人たちの身を案

じてきました。今こそ、たとえささや

かな行為であっても、インドが日本に

手を差し伸べるべきではないのかと。

災害の甚大さを鑑みると、インドの貢

献はほんの形ばかりのものだったかも

しれません。しかし今回の救援活動は、

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダが

理想とする、同胞意識と普遍的な兄弟

愛に再び火を灯してくれました。 

 

本日の行事は、前向きな思考と人類へ
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の奉仕を通じて高い精神性を獲得する

というスワーミー・ヴィヴェーカーナ

ンダの哲学を振り返るいい機会になる

と思います。スワーミー・ヴィヴェー

カーナンダは、人の生は運命で定めら

れているという考えを認めず、すべて

の人々に対し、他者のため、そして人

類のために奉仕することを奨励しまし

た。スワーミーのこんな名言を思い出

します。「我々は自分の人格について責

任を持っている。我々は、こうであり

たいと望む自分になる力を持っている。

もし現在の自分が過去にとってきた行

動の結果であるならば、人はこうなり

たいと願う未来の自分を、今この時の

行動をもって、作り上げることができ

る。よって、人は皆、いかに行動すべ

きかを認識していなければならない」。

真の洞察力を持った人物ならではの奥

深い言葉だと思います。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは

また、自らの運命を選び取る人間の力

に揺るぎない信頼を置いていました。

自らが「カルマ・ヨギ」（積極的に行動

する人）であったスワーミーは、「人は

皆、内なる力を持っている。あなたは

何でも、どんなことでも成し遂げるこ

とができるのだ」と説きました。ある

時、ヒマラヤの長い山道を旅していた

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは、

疲れ果てた老人が上り坂を前に立ち尽

くしているのを見ました。この老人は、

これから登らなければならない険しい

坂道を見つめ、苛立った様子でスワー

ミーに言いました。「これ以上どうやっ

て登ればいいのでしょうか、もう歩く

ことすらできないのに」。スワーミーは

老人の言葉に辛抱強く耳を傾け、こう

言いました。「足元を御覧なさい。あな

たが踏みしめている地面は、これまで

あなたが歩いてきた道です。あなたの

目の前にある道と、同じ道です。あな

たの前にある道も、これからあなたの

足によって踏みしめられるのです」。こ

の言葉に勇気づけられ、老人はまた山

を登りはじめました。今の世界におい

て、スワーミー・ヴィヴェーカーナン

ダの、人間の不屈の精神に対する信頼、

そして逆境に直面しても恐れずに立ち

向かっていくという教えは、かつてな

かったほどの重要性を持っているので

す。 

 

1893 年、シカゴで開催された世界宗

教会議でインドからのメッセージを世

界に伝えた時、スワーミー・ヴィヴェ

ーカーナンダは30歳という若さでした。

スワーミーの世界へのメッセージは、

力強く、明快なものでした。「インドは

人類の英知に、精神性と哲学をもたら

した」。世界の人々は畏怖の念を持って、

スワーミーの言葉に聞き入りました。

スワーミーは、インドには哲学的な、

また精神的な真実が存在するが、一方

で近代科学の知見や抜本的な改革が必

要だと考えていました。今日のインド

が、スワーミー・ヴィヴェーカーナン



 11

ダが描いた理想の国家像を実現しつつ

あることは、喜ばしいことであります。

インドの栄光を復活させ、個人がそれ

ぞれの精神性を体現していくための旅

はすでに始まっています。国際社会で

は、インドがよって立つところの原則、

国を挙げての努力やこれまでの実績に

ついて、正しい位置付けがなされてい

ます。これはまさに、「インドの英知の

伝道師」であったスワーミー・ヴィヴ

ェーカーナンダのおかげと言えましょ

う。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは

1893 年シカゴで行われた世界宗教会議

に向かう途中に来日し、国家としての

日本、人々の行儀のよさ、当時の社会

発展、芸術や技術に感銘を受けました。

スワーミーはとくに日本の技術の進歩

に感心し、その後インド人の若者に会

うたびに「技術を勉強したいなら、西

洋諸国ではなく日本に行くように」と

助言したほどでした。 

 

日本ヴェーダーンタ協会は宗派にと

らわれないアプローチ、そして精神文

化や他の文化に関するプログラムを通

じ、宗教の調和や人間の価値観につい

て幅広い層の人々を啓蒙してきました。

この機会に、ヴェーダーンタ協会、と

くにスワーミー・メダサーナンダに対

し、忠実な貢献を通して印日の精神的

な繋がりと社会的道徳観を豊かにし、

両国に特別な絆をもたらして下さって

いることにお祝いを申し上げます。 

 

個人的な話ですが、私はとくにラーマ

クリシュナ・ミッションには親しみが

あります。私は子供の頃から、ラーマ

クリシュナ・ミッションとスワーミ

ー・ヴィヴェーカーナンダの哲学やヴ

ィジョンに大きな影響を受けており、

このことを幸運であったと考えていま

す。私が 4 歳の頃、初めて通うことに

なった学校は、ラーマクリシュナ・ミ

ッションの学校でした。自己が形成さ

れる幼児期の 4 年間、この学校で教育

を受けられたことは誠にありがたく、

また国から国へと渡り歩く外交官とな

った私の仕事にとっても、多いに有効

であったと思います。インド国民はス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダを、

インドを代表する永遠の大使として尊

敬しています。 

 

40 年という短い生涯でありながら、ス

ワーミーは時間の砂にくっきりと足跡

を残して行きました。私はスワーミ

ー・ヴィヴェーカーナンダの思想がこ

れからも私たちを導き、啓発してくれ

ることを望んでいます。スワーミーは

こうおっしゃいました。「物事を美しく

するのも、醜くするのも、私たちの気

持ち次第である。世界は私たちの心の

中にある。正しい光に照らして物事を

見るよう、そして常に前向きに考える

よう努めよ」。 
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スワーミー、三鷹で講話 

 
6 月 18 日（土）、スワーミー・メダサー

ナンダは東京都三鷹市の「沙羅舎（さ

らしゃ）」主催の「いのちの学校」に招

待され、『マーヤーとブラフマン』とい

うテーマで講話を行いました。以下、

協会の隔月発行誌『不滅の言葉』掲載

論文の翻訳者の一員でもある町田榮さ

んから寄せられた報告を一部編集して

ご紹介します。 

 

「マハーラージの講話の大筋は『あり

とあらゆる変化するものは真の実在で

はなく、ブラフマンは真に実在するも

のであり、同時に永遠に実在するもの

でもある。変化するものはマーヤー、

シャクティ、プラクリティ、アギャー

ナとも呼ばれ、真の実在を隠す力と偽

りの姿を投影する力を持つ。変化する

ものと変化しないものの厳格な「識別」

を繰り返すことにより、真の実在を理

解することができる』というものでし

た。 

 

参加者は三〇名で、その大部分はヨー

ガに興味を持つ方々でした。そして初

めて識別の道についての話を聞く人も

いて、とても興味深く聞いておりまし

た。いのちの学校の終了後、食事会が

行われ、美味しい自然食を囲んだ参加

者とマハーラージとの楽しい交流会が

もたれました。」 

 

スワーミー、日本ヨーガ療法学会総会

に出席 

 
6 月 25 日（土）、スワーミー・メダサー

ナンダは札幌で開かれた第九回日本ヨ

ーガ療法学会に出席し、「開会の祈りと

閉会の祈り」を行いました。スワーミ

ーは毎年この学会に招待参加していま

す。今年は、新潟大学大学院教授で免

疫療法の有名な専門家である安保 徹

医学博士が『呼吸法と免疫力』という

テーマで、また当協会に講演に来てい

ただいた日蓮宗現代宗教研究所顧問の

影山教俊師（人間行動学博士、PhD）は

『ガン統合医療とヨーガとスピリチュ

アリティ』というテーマで講演をなさ

っていました。参加者は約 1 千人でし

た。 

6 月 25 日（土）、スワーミー・メダサー

ナンダは札幌で開かれた第九回日本ヨ

ーガ療法学会に出席し、「開会の祈りと

閉会の祈り」を行いました。スワーミ

ーは毎年この学会に招待参加していま

す。今年は、新潟大学大学院教授で免

疫療法の有名な専門家である安保 徹

医学博士が『呼吸法と免疫力』という

テーマで、また当協会に講演に来てい

ただいた日蓮宗現代宗教研究所顧問の

影山教俊師（人間行動学博士、PhD）は

『ガン統合医療とヨーガとスピリチュ

アリティ』というテーマで講演をなさ

っていました。参加者は約 1 千人でし

た。 
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スワーミー、国際シヴァナンダ・ヨー

ガ・ヴェーダーンタ・センターの東京

センター開所式に出席 

 

6 月 26 日（日）、スワーミー・メダサー

ナンダは国際シヴァナンダ・ヨーガ・

ヴェーダーンタ・センターの東京セン

ター（杉並区高円寺）の開所式に招待

参加し、『肯定的に生きるための霊的な

道』というテーマで講演を行いました。

同開所式の英語による報告が同センタ

ーのナラヤニ・ノリコ氏から寄せられ

ましたので、一部編集の上、ご紹介し

ます。 

 

「6 月 26 日、国際シヴァナンダ・ヨー

ガ・ヴェーダーンタ・センターの東京

センターが正式に開設されました。午

後 1 時から式典が執り行われ、まず在

京の高名なバラモンであるパンダジに

よってガネーシャの儀式が執り行われ

ました。次いでテープ・カットが、シ

ヴァナンダ・センターのスワーミー・

マハデヴァナンダジと日本ヴェーダー

ンタ協会会長のスワーミー・メーダサ

ーナンダジにより行われました。引続

いて次の四名の方々による講演が行わ

れました。 

 

まず、スワーミー・マハデヴァナンダ

ジは『この日本社会におけるヨーガの

必要性』について話され、スワーミー・

メーダサーナンダジは『肯定的に生き

るための霊的な道』というテーマの下

で真に肯定的な生き方とは何か、肯定

的な考え方とは何かについて話されま

した。次いで、パラヴィディヤーヤ・

ケンドラムのセトナ氏が『ヨーガとヴ

ェーダーンタ』のテーマでお話しにな

り、最後に、スワーミー・ヴェンカテ

シャナンダジの書いた『シヴァナン

ダ・ヨーガ』を和訳した成瀬 貴良（き

よし）氏が『いかにしてシヴァナンダ

と出会ったか、その教えとはなにか』

についてお話しになりました。 

 

講演の後、ジミー宮下氏のサントゥー

ルとユーコ氏のターンブラーによるイ

ンドの古典音楽演奏が行われて、式典

は終了しました。 

 

忘れられない物語 

 

超然 

 

師は大変質素に暮らしていたが、裕福

な信者らをとがめようとしなかった。

弟子らはこのことに大変興味を持った。

「人が金持ちでありながら神聖である

のは、珍しいことだが不可能ではない」

とある日師は言った。 

 

「どうやったらそれができるのです

か。」 

 

「金が心に及ぼす力が、あの竹が庭に

落とす影の如きであれば。」 
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弟子らは振り返った。そこには、竹の

影がひとかけらの塵も舞い上がらせる

ことなく庭の上で揺れていた。 

 

ひと言：感覚の対象の中を動いても執

着や反発が生まれない、自己を抑制し

た魂は、永遠の平安を得る。（バガヴァ

ッド・ギーター） 

 

（Anthony de Mello 神父の著書より） 

今月の思想 

「道徳的影響を最も強く与えるものは、

手本である。」 

（Huston Smith） 
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